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緒言：星間空間での有機物の存在などから、生命誕生につながる有機物の誕生の場とし

て分子雲中の星間塵が考えられている。星間塵を模擬した混合物への紫外線や粒子線の

照射でアミノ酸前駆体や核酸塩基類が生成することが分かっている[1,2]。また、隕石や

リュウグウ試料中の核酸塩基類の存在から[3,4]、星間で生成された有機物は一度小天体

内部に取り込まれ、その後に隕石などにより地球に供給されたと考えられる。小天体中

に取り込まれた有機物は、水熱変成や 26Alなどの放射性核種からの放射線に曝露される

ことにより，分解や新たな有機物の生成が起こると考えられる。本研究では、小天体内

部に取り込まれた核酸塩基類の安定性を調べるために，γ線照射実験を行った。 

実験方法：小天体内部の模擬としてホルムアルデヒド：アンモニア：水=5:0:100, 5:1:100, 

0:5:100 の溶液に核酸塩基類を加え、γ線照射(60Co 線源)を行った。照射線量率・時間

はホルムアルデヒドを含む場合は 2.75 kGy/h×48 h, 163 h、ホルムアルデヒドを含まな

い場合は 2.66 kGy/h×24 h, 72 hであった。照射後、核酸塩基は逆相 HPLCによって分析

した。また、対照実験としてγ線照射を行わずに冷凍庫(-25℃)で放置した同様のサンプ

ルも分析した。 

結果と考察：核酸塩基の種類により、安定な条件が異なった。例えば、アデニンはアン

モニア水中では 132 kGyの時に 64.4%残ったのに対してホルムアルデヒドを入れた実験

では 64 kGyで 1%ほどしか残らなかった。一方、グアニンはアンモニア水中での実験で

132 kGyの時の回収率が 22%だったのに対し、ホルムアルデヒドを入れた実験では 192 

kGyで 40%ほど残った。また、プリン塩基のほうがピリミジン塩基よりも残存していた。   

本研究では核酸塩基を水などの溶媒に溶解したうえでγ線照射を行ったが、実際の小

天体環境では短寿命の 26Al の崩壊がほぼ終了する前には液体がほぼなくなっていたと

考えられる。今後、固体環境での長寿命核種からの放射線に対する安定性も調べる予定

である。 
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